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                平成２８年５月１６日 

              日本生命保険相互会社 

 

 

アジアクレジットファンドへの投資について 

～ＥＳＧ領域におけるクレジット投資について～ 

 

日本生命保険相互会社（社長：筒井義信、以下「当社」）は、この度、シュローダー・

インベストメント・マネジメント（シンガポール）Ltd（以下「Schroder IM 社」）が運用

するアジアクレジットファンド（以下、当ファンド）に対して、９３百万米ドル  

（約１００億円）の投資を実施することとなりました。 

 

Schroder IM 社は、世界有数の資産運用会社であり、債券投資領域においてもグロー 

バルに豊富な経験と実績を有するシュローダーplc（以下「Schroders 社」）傘下にあり 

ます。当社はこれまでも Schroders 社との投資合弁会社をロンドン及びシンガポールに

設立する等、友好的な関係を築いてきました。 

 

Schroder IM 社の運用する当ファンドは、成長著しいアジア社債マーケットにおいて 

適格社債を中心とした投資を行うもので、投資案件評価にあたっては投資収益や   

リスクだけでなく、環境・社会・ガバナンス（ＥＳＧ）の視点にも考慮したものと  

なっています。 

 

当社はこれまでもクレジット投資の分野において、ＥＳＧ投資で先行する欧州を中心

に、パリ市が初めて発行したグリーンボンドや英国ロンドン交通局が発行する環境配慮

型債券への投資等を通じ、ＥＳＧ領域への投資に積極的に取組んでまいりました。  

アジア地域におけるクレジットファンドでＥＳＧの視点に考慮したものは希少であり、

当社にとっても初めての投資となります。 

 

当社は３カ年経営計画（2015－2017）において、３～５年で最大１兆円の成長・新規

領域への投融資を目指しております。当ファンドへの投資はその一環であり、アジア 

でのクレジット投資ノウハウを更に強化するとともに、ＥＳＧ領域における投融資を 

一層推進してまいります。 
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（別紙） 

【当ファンドの概要】 

１.名称  SCH Asia Credit BM Fund 

２.運用者  Schroder Investment Management(Singapore)Ltd 

３.投資対象  アジア地域を中心とした投資適格社債 

４.本社投資額  ９３百万米ドル（約１００億円） 

 

【シュローダー・インベストメント・マネジメント（シンガポール）Ltdの概要】 

１.名称 

シュローダー・インベストメント・マネジメント  

(シンガポール)Ltd 

（英名：Schroder Investment Management (Singapore)Ltd） 

２.本店所在地 シンガポール 

３.主な事業内容  資産運用業 

 

【シュローダーplcの概要】 

１.名称 
シュローダーplc 

（英名：Schroders plc） 

２.本店所在地 イギリス・ロンドン 

３.主な事業内容  資産運用業 

４.会社規模及び業績（※） 

 （2015年 12月 31 日時点） 

総資産：3兆 2,359億円 

総収入：3,653億円 

グループ預かり資産：56兆 475億円 

(※)1ポンド＝178.78円で円換算（2015年 12月末時点の為替レート） 

 

＜ご参考＞平成２６年７月４日付ニュースリリース 

「パリ市（フランス）のグリーンボンドへの投資について」 

（URL：http://www.nissay.co.jp/news/2014/20140704.pdf） 

 

＜ご参考＞平成２７年４月２１日付ニュースリリース 

「ロンドン交通局の環境配慮型債券への投資について」 

（URL：http://www.nissay.co.jp/news/2015/pdf/20150421.pdf） 

Ｈ２８－３０９Ｇ，広報部 
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